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水路部では，船舶又は航空機等の海難事故IC伴う捜索活動の効率化iζ資するため，昭和59～60年度K「緊

急用海潮流測定装置Jを開発しました。予測ICよる現場海域の流れ等の海況が現実と異なると捜索時間の徒

労を来し，人的経済的損失を招く恐れがあるので，現場海域の流れ等の現況を緊急lζ把握する必要があるか

らです。本誌第4号iと開発の主旨，初年度の開発概要について報告しましたが， 60年度IC継続研究を行い所

期の装置を完成させました。乙の装置の流れの測定原理は，漂流体の単位時間当たりの流程をロランCを利

用して測るもので高精度測位が基本になっています。流れを2分毎IC土0.1knの精度で測定するためには相

対測位精度が土 6m以下でなければなりませんが，乙の研究ではロランCの測位と対地速度の計算に特別の

工夫を行って所要の精度を得ています。今回は，本装置による実験結果を踏まえて「流れ」の測定を重点lζ

報告します。

海潮流は普通プロペラの回転数，漂流体の時間的位置偏位，地磁気の垂直成分を切るために生ずる発生電

位差，音波のドップラ一周波数等iとよって計測されますが，海流の実態が最も正確に反映されるのは漂流体

の位置偏位です。単位時間当たりの位置偏位に対応する流程から，流向，流速が計算されます。古くは極め

て大雑把な海流瓶，最近では広域的な海流把握を目的としたアノレゴスブイがとの方法lと入りますが，精度が

いま一つで，乙の方法を効率的IC精度よく実施する方式は確立されていませんでした。近年海流は一本の流

線で示される単純なものではなく大小の渦の移動であると主張されるようになりましたが，乙うした複雑な

海流の実態を把握するには，高精度な流程測定による 2次元的なデータの取得が必要です。

ロランCを利用した位置偏位による海流測定装置は乙のような要望lζ応えるものです。開発された装置は，

2分毎の平均位置偏位から流れを計算する方法で土 O.lknの精度を得ています。速度を乙の精度で求めるた

めには通常の方法で平均したのでは不可能で，時間平均とデータ平均を同時iζ行なう特別の工夫がなされま

しfこ。

次lζ海潮流の実態把握は，流速だけの測定では十分ではありません。時間的iと細かく流程が測定されて初

めて海流の全貌が分かります。乙の装置では，漂流ブイの位置データを実時間で所定の部署iと無線伝送し，

そ乙のディスプレイ lζ流跡を画かせる乙とができます。

次は本質的な乙とではありませんが，漂流ブイは海上lζ漂流させる乙とを前提lとしていますが，船上の甲

板上iζ置けば，他船でその船の動静をモニタできます。また流木iζ結びつけておけばその漂流速度や位置を

モニタできます。一度に数十個の漂流ブイをモニタする乙とも，時分割データ伝送とすれば一つの電波で可
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能です。

2. 浪I］定装置の概要

iJliJ定装置は，漂流ブイ側がロランC受信機，海水温度計，測位及び海流計算用電子計算機，データ伝送用無線

送信機，バッテリーで構成され，受信側（モニタステーション）がデータの無線受信機，ロランC受信機，

測位船速計算用電子計算機，CR Tディスプレイ，プリンターで構成されています。第 1凶がそのブロック

図です。ブイ側装置作成の基本的考え方は，小型，軽量，低消費電力です。

ロランC受信機は，市販品そのままですが，相対視I］位精度として士 6メートノレ程度を得，精度評価も可能

とするために， 4従局全部のデータを利用する新しいソフトウエアを開発しました。温度計はデジタJレテスタ

ーにサーミスタプロープを付けたものです。

ロランC電波

源流プィ

（送信 部）

水而下

漂流アィ側

jf 

本船

（受信部）

開加上又は1旨抑制i署

第l図 緊急用海潮流測定装置フψロック図
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2. 1 漂流プイ伺lj

ロランC受信機（光電製 LR-787型）

追尾従局数 5 （全従局シリアル表示）

受信アンテナ 1.2 mホイップ（データ伝送用送信機と共用）

電源 DC 12V 0.5 A 以下

容積，重量 160×146×87 mm, 1.3 kg 

電子計算機（日本電気製 PC 8201 ) 

無線伝送部

搬送周波数 169.65 MHz 

周波数偏差 土 20× 10-6以内

い戸

ω
。。

第2図 ブイの外形図
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電波の形式

送信機出力

周波数偏移

変調方式

周波数

ボーレート

通信方式

F2D 

1W/500. 

土 3.5kHz 以内

位相変調（水晶制御） 変調型式 FSK 

マーク（論理、 1つ1300土 10Hz 
スペース（論理、 0• ) 2100土 10Hz 

1200ボー

単向

周波数の逓倍数 8逓倍以下

占有周波数帯域幅 16KHz以下

使用温度 0。～40°C

使用湿度 20 %～90 % 

アンテナ 約 1.2mのホイップ（ロランC電波受信と供用）

電 源 DC 12V （バッテリー）

伝送フォーマット

ロランCデ‘ータ

型 式 シリアノレ，非同期， NRZ方式

転送速度 4800ボー，パリティ無

データ 8ビット

温度データ

型 式 BCDビットパラレノレ桁シリアノレ

周期約2.5m sec 

レベル TTL レベル

信 号 データ 4ビット

インターフェース（1) 型式の異なるロランCデータと

温度データをまとめてシリアル

データとしてCPUへの入力信

号を作ります。

インターフェース（2) CPU Kより処理された出力デ

ータをFSK変調回路l乙受け渡

す回路です。

型式

転送速度

漂流ブイ

2.2 母船側

シリアル，非同期

1200ボー，パリティ無

（第2図）

写真一 l

漂流ブイから無線伝送されてくるブイの位置，海流の流向流速，水温データを受信し表示するとともに自

船の位置，船速，フイの自船からみた方位と距離を計算し，同じCRTディスプレイ上lζ表示し，プリンタ

lζ出力する装置です。
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ロランC受信機（ブイ側と同じ）

電子計算機（日本電気製 PC-9801M 2) 

F D 5’C 1 Mbyte) 2基

プリンタ PC-PR 201 CL 

CRT ディスプレイ PC-KD 551 C 14’） 

データ受信部

受信周波数

電波の型式

受信方式

受信感度

通過帯域幅

使用条件

アンテナ

電源

169.65 MHz 

F2D 

水晶制御ターフソレスーパー

雑音抑圧20dBのとき OdB 

6 dB低下点で 12kHz 

70 dB低下点で25kHz 

温度O～40。C，湿度 20%～90% 

5/8 .lブラウンアンテナ

AC 100 V又はDC14V

（乙の受信部で，ブイからのデータは再びRS232 C準拠のデジタルデータに変換， CPUIC出力します）

2. 3 表示内容

漂流ブイ及びモニタ船の現在時刻，位置，速度，モニタ船から見た漂流ブイの方位と距離を数値表示する

とともに画像表示します。

2.4 フロッピィディスク及びプリンタ出力内容

日付，時刻，漂流ブイ及びモニタ船の位置，移動方向，速度，速度誤差，利用局電波の受信誤差モニタ船

から見た漂流ブイの方位と距離

3. 海上実験

乙の研究開発の目標は，現場海域の海潮流が連続的iζ土O.lkn，温度± 0.5°C，位置土 0.1’以内の精度で

測定でき，そのデータが実時間で所定の部暑に無線伝送され，その部署との位置関係が図形表示されるとと

もにデータ出力される乙とです。乙の目標が達成されているか確認するために， 2回iζ渡って海域実験を行

し、ましfこ。

第 1回海上実験（第4図）

日時，海域昭和61年1月18～19日相模湾

船船測量船「天洋」 船長加賀山哲男

測定例lζ示すとおり期待の性能を示している乙とが分かります。乙の実験のもう一つの成果を記しておき

ます。乙れまで我われは，狭い海峡や岸線の複雑な沿岸と異なり外洋IC面した乙の海域では，位置の多少の

ずれは，それほど大きく流れの態様を変えるものではないとの常識がありました。しかし，実験の結果は2～

3海里位置がずれるとまるで流れ方が異なる乙とを示し，複雑な・海流の一端をかいまみせてくれました。乙

の新しい知見は，海流の点ではなく線又は面での木目細かな測定の重要さを認識させるものでした。なお漂流

ブイには，シーアンカ（パラシュウト）をつけ，風圧流は防止できるよう配慮しました。

第2回海上実験（第 1表）
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第3図 CRTディスプレイ画面

第4図海潮流測定結果

円弧状の部分がブイの漂流軌跡。 GE Kとあるのは，電磁海流計を曳いたときの船の航跡。

GKEと本装置の測定値は，ほぼ一致しました。同じ場所でも 18日と19日とでは，流れが

異なっている乙とが分かります。
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その他の測定データも所期の性能を示しました。より

一139-

132・14. 3・c

今回は，海流測定データの無線伝送による遠隔表示を主目的とした実験です。

日時，海域昭和61年3月7～8日相模湾

船舶測量船「天洋」 船長加賀山哲男

実験は，約8海里の遠隔表示lと成功するとともに，
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（「r1」漂流海域付近の鉱大）
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「7イ」及び「のじま」の漂

第5図海潮流測定結果

遠隔な送受信を期待する場合には，搬送波の周波数を超短波ではなく短波帯lζ変更すればよいと思われます。

第3回海上実験（第2表，第5図〕

海難事故等緊急時lζ現場海域lζ到着した巡視船等が，予測による流れ等と現況が異なると捜索行動のロ

スは計り知れないものがあります。乙の装置は事故le際し，巡視船等が現場で容易l乙海況の現況把握が

できる乙とを目的iζ開発しました。そ乙で，今回の実験は実際IL巡視船を用いて行いました。

日時，海域昭和61年8月25～26日横浜相模湾

船舶巡視船「のじまJ 船長栗山昂久（第三管区海上保安本部所属）

3.考察

乙の方法で時間的lとかなり細かく海流の微細構造が把握できるととが示されましたが，乙れを見ると過去

の統計資料から漂流経路を予測する乙とが如何に難しし、かが分かります。数海里位置が離れると流れの方向

も大きさも異なるからです。海流が渦の移動であるとの説は，部分的ながらとの実験で実証できたものと判

断されます。しかし，乙れが事実とすると，漂流経路の予測を行うには，渦の大きさと角速度，移動速度が

与えられなければなりません。乙のようなデータを必要とする漂流予測が可能かどうかは今後の研究le待た

なけれは、なりません。
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4. むすび

実験結果が示すようI＜：：，開発された装置は，海流文は船速の測定が2分程度の平均値で土 0.1knの精度が

十分確保され，データ伝送の品質も良好でした。乙の精度を得るための測位装置の相対測位精度は士 6mで

すが，ロランCはうまく使えば，乙の精度が期待できる ζとがわかりました。複雑な変化をする広い海面の

流れの状況を万遍なく把握するには，相当の数の本装置が必要で実用的とはいえませんが，流れの実態を最

も正確iζ反映するので特定の海域の測定，あるいは各種流速計の検定に有効と考えます。又，高精度測位装

置，定置ブイのふれ回り測定またはモニタとして利用できます。本来の海難事故ばかりではなく幅広い応

用を期待します。
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